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―
皆
様
方
に
は
、
ご
多
用

の
と
こ
ろ
、
今
回
の
座
談
会

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は
「
世
界
に
お
け
る
水
情
勢

の
動
向
と
新
視
点
で
の
製
品

開
発
」
と
題
し
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
や
方
向
性
な
ど
を

語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
小
松

理
事
長
か
ら
、
財
団
法
人
人

間
自
然
科
学
研
究
所
の
紹
介

な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
松

自
分
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
と
、
そ
の
時
代
の

社
会
問
題
を
直
視
し
、『
や

く
も
水
神
』
と
、
あ
ら
ゆ
る

出
入
口
や
空
間
の
間
仕
切
り

を
担
う
『
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ

ー
門
番
』
の
２
つ
の
商
品
を

開
発
し
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
２
０
０
０
年
問
題
を

契
機
と
し
た
浜
田
市
と
の

縁
、
２
０
０
３
年
の
「
Ｒ
ｕ

ｂ
ｙ
」
と
の
出
会
い
な
ど
、

必
要
な
と
き
に
必
要
な
方
々

と
の
縁
に
恵
ま
れ
、
市
場
が

で
き
、
今
日
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
縁
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
、
２
つ
の
環
境
事
業
で
得

た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
と
収
益
金

で
、
戦
後
�
年
を
経
て
も
解

決
で
き
な
い
歴
史
問
題
に
着

目
し
、
現
在
の
財
団
法
人
人

間
自
然
科
学
研
究
所
を
設
立

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
�
年

の
歳
月
を
か
け
、
近
隣
諸
国

を
中
心
に
、
共
感
の
ス
テ
ー

ジ
を
創
る
た
め
の
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ス
テ

ー
ジ
か
ら
対
立
、
統
合
、
発

展
の
ス
パ
イ
ラ
ル
運
動
を
起

こ
し
、「
平
和
の
事
業
化
」を

通
じ
て
、「
和
の
文
化
圏
」を

創
る
構
想
で

す
。人

類
は
危
機

と
天
変
地
異
の

予

測

か

ら
、

「
信
」と
権
威
、

判
断
と
行
動
か

ら
権
力
を
生
み

出
し
、
組
織
を

つ
く
り
、
国
家

を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、

資
本
・
金
融
主

義
の
時
代
に
入
り
、
核
拡
散

と
金
融
混
乱
、「
信
」
の
崩

壊
か
ら
世
界
的
に
蔓
延
す
る

健
康
不
安
の
時
代
を
迎
え
、

展
望
が
開
け
な
い
状
況
に
陥

っ
て
い
ま
す
。
微
生
物
文
化

の
発
達
し
た
日
本
と
朝
鮮
半

島
か
ら
、
地
政
学
と
情
報
革

命
、
免
疫
力
を
高
め
る
水
・

食
糧
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
人

類
・
環
境
の
未
来
を
拓
く
時

が
来
ま
し
た
。

情
報
技
術
の
発
達
に
よ
っ

て
、
権
力
が
大
衆
操
作
の
手

段
と
し
て
使
っ
て
き
た
３
Ｓ

（
セ
ク
シ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
、

ス
ク
リ
ー
ン
）
主
導
の
時
代

か
ら
、
大
衆
の
知
が
新
た
な

時
代
を
つ
く
る
３
Ｈ
Ｃ
（
ハ

イ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ハ
イ
コ

ン
セ
プ
ト
・
ハ
イ
コ
ン
テ
ン

ツ
）
へ
移
行
す
る
時
を
迎
え

て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
・

コ
ン
テ
ン
ツ
の
ツ
ー
ル
と
イ

ン
フ
ラ
は
米
国
で
進
歩
し
ま

し
た
が
、
世
界
に
広
が
る
社

会
現
象
は
、
地
政
学
的
理
由

か
ら
日
本
で
始
ま
る
と
思
い

ま
す
。

―
続
い
て
、
河
野
本
部
長

か
ら
小
松
電
機
産
業
株
式
会

社
並
び
に
製
品
概
要
な
ど
を

説
明
し
て
下
さ
い
。

河
野

当
社
は
島
根
県
八

雲
村
（
現
在
の
松
江
市
）
で

１
９
７
３
年
２
月
に
創
業
し

ま
し
た
。
松
江
・
東
京
・
大

阪
・
仙
台
に
事
業
所
、
ソ
ウ

ル
に
現
地
法
人
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
を
置
い

て
い
ま
す
。主
力
製
品
は『
や

く
も
水
神
』
と
『
シ
ー
ト
シ

ャ
ッ
タ
ー
門
番
』
で
す
。
新

開
発
の
「
超
高
速
ハ
ッ
ピ
ー

ゲ
ー
ト
門
番
シ
ス
テ
ム
」
は

こ
の
ほ
ど
、
第
４
回
も
の
づ

く
り
日
本
大
賞
の
優
秀
賞

（
製
品
・
技
術
開
発
部
門
）を

受
賞
し
ま
し
た
。

『
や
く
も
水
神
』
は
「
第

�
回
注
目
発
明
選
定
証
」

（
１
９
９
５
年
４
月
、科
学
技

術
庁
）
を
は
じ
め
、
各
賞
を

受
け
て
い
ま
す
。
世
界
に
先

駆
け
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
と
高
機
能
携
帯

端
末
に
よ
る
持
続
可
能
な
新

し
い
水
管
理
シ
ス
テ
ム
を
実

現
し
ま
し
た
。

役
場
内
に
サ
ー
バ
ー
や
常

駐
者
を
置
く
必
要
が
な
く
、

ソ
フ
ト
更
新
費
用
も
か
か
ら

ず
、
施
設
管
理
の
劇
的
な
効

率
化
を
図
れ
ま
す
。
管
理
は

東
西
２
カ
所
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
で
行
う
、
災
害
に
強
い

安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
１
９
９
２
年
９

月
の
製
品
発
表
以
来
、
多
く

の
上
下
水
道
施
設
を
は
じ

め
、
水
関
連
施
設
に
導
入
し

て
い
た
だ
き
、
２
０
１
１
年

度
末
現
在
で
、
全
国
２
９
０

自
治
体
・
６
０
０
０
施
設
へ

の
納
入
を
達
成
し
ま
し
た
。

―
お
２
人
の
発
言
を
聞
か

れ
て
、
森
田
先
生
い
か
が
で

す
か
。

森
田

特
に

小
松
理
事
長
の

高
度
な
考
え

方
、
壮
大
な
哲

学
に
感
心
し
ま

し
た
。
現
在
、

西
洋
文
明
を
中

心
に
築
か
れ
て

き
た
歴
史
が
曲

が
り
角
を
迎
え

て
お
り
、
欧
米

諸
国
が
政
治
や

経
済
、
文
化
的
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
取
れ
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
を
ど
う

突
破
し
て
い
く
か
が
、
人
類

史
上
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
欧
米
諸
国
に
代

わ
る
新
し
い
指
導
体
制
や
理

念
な
ど
も
確
立
し
て
お
ら

ず
、混
沌
と
し
て
い
ま
す
が
、

大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、
東

洋
的
な
融
和
の
論
理
に
移
行

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま

す
。―

そ
の
よ
う
な
情
勢
の

中
、
上
下
水
道
の
海
外
展
開

が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
第

６
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
３
月
�
～
�
日
、フ
ラ
ン
ス

・
マ
ル
セ
イ
ユ
）
の
感
想
も

交
え
、
そ
の
現
状
な
ど
を
お

願
い
し
ま
す
。

吉
村

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
、
各
国
関
係
者
と
意
見

交
換
し
ま
し
た
が
、「
水
が

あ
ら
ゆ
る
経
済
を
支
え
て
い

る
」
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
世
界
で
は
人
口
の
増
加

が
続
い
て
お
り
、
水
の
絶
対

量
が
足
り
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
日

本
は
技
術
支
援
と
と
も
に
、

小
松
理
事
長
が
言
わ
れ
た
３

Ｈ
Ｃ
に
つ
い
て
、
も
っ
と
積

極
的
に
発
信
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
日
本
の

製
品
は
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
個

性
）
と
コ
ン
セ
プ
ト
（
概
念
）

が
欠
け
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
の
世
紀
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

は
こ
れ
ま
で
、
欧
米
の
水
処

理
技
術
を
中
心
に
対
応
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
ア
ジ
ア

の
気
候
や
風
土
な
ど
を
踏
ま

え
た
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
に
近
年
の
Ｉ
Ｔ

技
術
を
加
え
た
製
品
を
展
開

す
る
先
駆
け
と
し
て
、
小
松

電
機
産
業
の
取
り
組
み
に
期

待
し
た
い
で
す
ね
。

―
第
６
回
世
界
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
様
々
な
課
題
に

対
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

吉
村

世
界
４
大
文
明

は
、
い
ず
れ
も
大
河
か
ら
始

ま
り
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
が

栄
え
た
要
因
に
、
水
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。日
本
国
内
で
も
、

治
山
治
水
に
重
点
を
置
い
た

地
域
が
繁
栄
し

ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
国
や
経

済
の
発
展
に

は
、
水
問
題
抜

き
に
は
語
れ
ま

せ
ん
。

世
界
水
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
課

題
の
１
つ
と
し

て
、
国
際
的
な

水
統
治
、
つ
ま

り
世
界
に
２
７

１
本
あ
る
国
際

河
川
の
取
水
と

水
質
問
題
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
水
を
巡

る
争
い
は
、
主

に
国
際
河
川
の

流
域
で
発
生
し

て
お
り
、
使
用

に
関
す
る
ル
ー

ル
づ
く
り
が
不

可
欠
で
す
。

今
回
は
、
そ

の
内
容
や
解
決

手
法
な
ど
が
検

討
さ
れ
ま
し

た
。
上
下
水
道

事
業
の
民
営

化
、「
環
境
と
開
発
に
関
す

る
国
際
連
合
会
議
（
１
９
９

２
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
・

デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）
か
ら
�

年
」
を
振
り
返
っ
て
な
ど
も

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

―
と
こ
ろ
で
、「
�
世
紀

は
水
の
世
紀
」と
も
言
わ
れ
、

世
界
各
地
で
水
問
題
が
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
日
本
企

業
も
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
、
大
規
模
な
海
水
淡
水
化

施
設
の
建
設
な
ど
が
具
体
化

し
て
い
ま
す
。
世
界
に
お
け

る
水
情
勢
の
動
向
な
ど
に
つ

い
て
、
小
松
理
事
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す

か
。小

松

「
水
を
制
す
る
者

は
天
下
を
制
す
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
水

問
題
は
食
糧
、
命
の
問

題
で
す
。
奪
い
合
え
ば
戦
争

に
つ
な
が
り
、
現
代
は
核
の

時
代
で
す
の
で
、
人
類
滅
亡

に
至
り
ま
す
。『
や
く
も
水

神
』
は
Ｉ
Ｔ
で
水
の
情
報
を

集
め
、
必
要
に
応
じ
て
提
供

で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

に
よ
り
、「
平
和
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
づ
く
り
の
一

翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
日

本
か
ら
発
信
す
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

森
田

世
界
経
済
は
過
去

２
５
０
年
間
、
資
本
主
義
を

基
本
原
理
に
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
た
だ
、
欧
州
諸
国
で

は
経
済
破
綻
な
ど
の
危
機
的

状
況
に
直
面
し
て
お
り
、
そ

の
信
頼
性
が
揺
ら
い
で
い
ま

す
。
社
会
主
義
や
共
産
主
義

が
機
能
し
な
く
な
っ
た
時
点

か
ら
、
弱
肉
強
食
の
自
由
競

争
社
会
の
歯
止
め
が
き
か
な

く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
戦

争
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
、
そ
れ
を
回
避
す
る

智
恵
と
力
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
は
ド
ル
・
ユ
ー
ロ

に
匹
敵
す
る
国
際
通
貨
の
円

を
武
器
に
、
新
し
い
世
界
協

調
体
制
に
移
行
す
る
主
導
権

を
担
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
節
度
あ

る
自
由
競
争
社
会
の
再
建

が
、
こ
の
数
年
以
内
に
求
め

ら
れ
ま
す
。

―
今
、
各
氏
か
ら
国
際
政

治
や
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
に
つ
い
て
、
発
言
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
河
野
本
部

長
か
ら
、
小
松
電
機
産
業
株

式
会
社
の
製
品
開
発
方
針
、

海
外
展
開
の
取
り
組
み
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

河
野

海
外
展
開
で
は
韓

国
の
ソ
ウ
ル
に
現
地
法
人
が

あ
り
ま
す
が
、
本
格
的
な
営

業
展
開
は
、
こ
れ
か
ら
で

す
。
た
だ
、
日
本
は
ア
ジ
ア

に
お
け
る
水
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
、
大
き
な
期
待

を
集
め
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
展
開
を
考

え
た
場
合
、
１
社
だ
け
で
な

く
、時
に
は
国
境
を
越
え
て
、

数
社
が
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
中

小
企
業
、
大
企
業
の
区
分
け

の
時
代
か
ら
、
先
進
企
業
、

保
守
企
業
の
開
か
れ
た
横
型

の
組
み
合
わ
せ
が
重
要
な
時

代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

吉
村

日
本
は
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
に
対
し
、
積
極
的
に

情
報
提
供
し
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
は
具
体
的
な
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
気
候

型
の
水
管
理
に
つ
い
て
は
、

日
本
が
中
心
と
な
っ
て
行
う

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

気
候
は
雨
季
と
乾
季
が
あ

り
、
水
資
源
全
体
を
見
据
え

た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
世
界
の
水
災
害
の

�
％
は
、
ア
ジ
ア
で
発
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
ア
ジ
ア
で

の
水
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
水
災
害

の
防
止
対
策
に
重
点
を
置

き
、
そ
こ
か
ら
上
下
水
道
の

整
備
に
つ
な
げ
て
い
く
戦
略

も
考
え
る
べ
き
で
す
。

小
松

そ
う
で
す
ね
。
過

去
、現
在
、未
来
を
見
据
え
、

日
本
が
世
界
の
水
情
勢
に
果

た
す
べ
き
役
割
を
考
え
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え

ば
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
に
地
政
学
と
先
端
技
術
を

組
み
合
わ
せ
、
ク
ラ
ウ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、
文
化
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
産
業
・
住
空
間
・
教
育

な
ど
を
網
羅
し
た
「
ホ
ロ
ン

経
営
型
の
軽
快
な
行
政
モ
デ

ル
地
区
」を
複
数
つ
く
れ
ば
、

日
本
の
再
生
は
も
と
よ
り
、

発
展
途
上
国
の
開
発
な
ど
に

大
き
く
役
立
つ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

森
田

外
務
省
日
本
ベ
ト

ナ
ム
特
別
大
使
を
務
め
る
、

俳
優
の
杉
良
太
郎
さ
ん
は
、

同
国
の
水
道
建
設
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
日

本
の
都
市
計
画
を
参
考
に
す

る
と
と
も
に
、
国
際
交
流
も

図
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
小

松
理
事
長
も
朝
鮮
半
島
の
平

和
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
、
そ
の
努
力
に
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

小
松

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
本
と
朝
鮮
半
島

は
中
国
、
ロ
シ
ア
、
米
国
の

核
大
国
に
囲
ま
れ
、
冷
戦
構

造
が
残
っ
て
い
る
世
界
で
唯

一
の
地
域
で
す
。
大
韓
民
国

と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
は
、
同
じ
民
族
同
士
で
戦

い
、
ダ
ム
放
水

な
ど
で
対
立
し

た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、

日
本
と
は
竹
島

（
独
島
）問
題
、

日
本
海（
東
海
）

の
海
洋
呼
称
問

題
、
い
わ
ゆ
る

従
軍
慰
安
婦
や

強
制
労
働
問
題

な
ど
、
近
代
以

降
の
多
く
の
問

題
を
巡
り
、
制
御
さ
れ
た
対

立
の
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。人

類
の
持
続
的
発
展
の
鍵

は
、
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
と
も
に
戦

後
を
日
本
で
過
ご
し
た
在
日

朝
鮮
人
、
在
日
韓
国
人
、
日

本
人
が
握
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
３
つ
の
立
場
の
人
々

が
一
堂
に
会
し
、
こ
の
対
立

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し

て
、「
人
類
史
的
な
役
割
を

担
う
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
話

し
合
い
、
叡
智
を
生
み
出
す

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
が
試

さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
恒
久

平
和
の
入
口
は
、「
信
」
の

再
構
築
を
通
じ
た
日
本
の
再

生
で
す
。
そ
れ
は
今
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

河
野

『
や
く
も
水
神
』

を
用
い
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
を

は
じ
め
、
ア
イ
パ
ッ
ド
な
ど

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
携
帯
端
末

で
、
上
下
水
道
施
設
の
状
況

が
瞬
時
に
確
認
、
遠
隔
制
御

ま
で
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
水
の
情
報
を
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
手
元
で
「
見
え

る
化
」
し
、
利
用
者
の
希
望

に
応
じ
て
提
供
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
小
松
理
事
長
が

提
唱
し
て
お
ら
れ
る
「
平
和

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
づ

く
り
の
一
翼
を
担
う
視
点

で
、
ご
縁
が
あ
っ
た
皆
様
と

一
緒
に
、『
や
く
も
水
神
』を

世
界
規
模
で
構
築
・
運
用
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
東
日
本
大
震
災
を
は
じ

め
、
日
本
は
地
震
の
活
動
期

に
入
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は

大
雨
に
伴
う
水
道
・
下
水
道

施
設
の
被
害
な
ど
も
頻
発
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
対

策
な
ど
に
つ
い
て
、
河
野
本

部
長
い
か
が
で
す
か
。

河
野

災
害
時
に
お
け
る

『
や
く
も
水
神
』
の
活
用
事

例
と
し
て
、
東

京
都
町
田
市
が

挙
げ
ら
れ
ま

す
。同
市
で
は
、

市
全
域
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

を
『
や
く
も
水

神
』
で
制
御
し

て
お
り
、
計
画

停
電
の
際
、
事

前
に
溢
水
の
予

防
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
都
内
は
大
変
な
状

況
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。ま

た
、
３
町
合
併
で
誕
生

し
、
全
て
の
上
下
水
道
施
設

を
『
や
く
も
水
神
』
で
管
理

し
て
い
る
兵
庫
県
多
可
町
で

は
、
復
旧
応
援
で
東
北
の
被

災
地
に
い
た
職
員
が
、
同
町

の
水
源
施
設
の
異
常
を
遠
隔

監
視
し
、
対
応
を
指
示
す
る

こ
と
で
事
な
き
を
得
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

製
品
開
発
で
は
、
計
画
停

電
対
策
用
の
長
時
間
バ
ッ
テ

リ
ー
を
開
発
す
る
な
ど
、
時

代
の
要
請
に
応
じ
て
、
製
品

を
進
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

『
や
く
も
水
神
』
は
上
下
水

道
施
設
だ
け
で
な
く
、
農
業

用
水
、
水
門
、
消
・
融
雪
施

設
の
管
理
制
御
、
た
め
池
・

河
川
の
水
位
・
流
量
観
測
に

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
小
水
力
発
電
設
備
の
監
視

な
ど
、
多
方
面
に
拡
大
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

吉
村

日
本
の
上
下
水
道

事
業
は
高
度
経
済
成
長
期
、

浄
水
場
や
下
水
処
理
場
を
は

じ
め
と
す
る
ハ
ー
ド
面
を
中

心
に
、
施
設
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、『
や

く
も
水
神
』
な
ど
Ｉ
Ｔ
技
術

は
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し

て
、
施
設
管
理
を
支
え
る
構

図
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
海
外
展
開
を

見
据
え
た
場
合
、
特
に
ア
ジ

ア
で
は
、
気
象
予
報
の
デ
ー

タ
収
集
か
ら
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
将
来
予

測
を
見
極
め
た
水
運
用
シ
ス

テ
ム
の
構
築
な
ど
が
求
め
ら

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
意
味
で

も
、
こ
れ
か
ら
は
Ｉ
Ｔ
技
術

が
水
道
事
業
の
主
役
を
担
う

と
思
い
ま
す
。

森
田

東
日
本
大
震
災
の

発
生
時
に
は
、
津
波
の
様
子

が
放
映
さ
れ
、
自
然
災
害
の

脅
威
を
改
め
て
知
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
人
智

を
超
え
た
自
然
災
害
の
脅
威

と
と
も
に
、
国
民
の
意
識
や

思
想
の
変
化
を
分
析
し
、
あ

ら
ゆ
る
観
点
か
ら
対
応
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
ね
。

吉
村

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
参
加
者
は
、
被
災
し
た

原
子
力
発
電
所
の
対
応
に
、

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
皇
太
子
殿
下
が

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
被

災
地
の
状
況
を
説
明
さ
れ
た

こ
と
も
、
大
い
に
注
目
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

森
田

や
は
り
、「
現
場
」

が
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、

約
４
万
５
０
０
０
人
が
津
波

の
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
、
こ

の
う
ち
、
約
�
％
の
人
が
救

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、

現
場
主
導
で
対
応
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
被
災
地
の
復
興
は
、
現

場
に
権
限
や
財
源
な
ど
を
集

中
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

本
格
的
に
弾
み
が
付
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
多
方
面
に
わ
た
る
貴
重

な
お
話
を
、
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
さ

ら
な
る
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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総総合合水水管管理理シシスステテムム『『ややくくもも水水神神ネネッットトワワーークク』』２２９９００自自治治体体・・６６００００００施施設設納納入入達達成成、、
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松
江
市
で
生
ま
れ
、
世
界
に
広
が
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

言
語
「
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
」
で
構
築
さ
れ
た
、
小
松
電
機
産
業

株
式
会
社
の
総
合
水
管
理
シ
ス
テ
ム
『
や
く
も
水
神
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
以
下
『
や
く
も
水
神
』）
が
、
飛
躍
的

な
発
展
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
度
、
島
根
県
浜
田

市
で
大
規
模
な
ク
ラ
ウ
ド
総
合
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム

（
上
水
・
簡
水
・
工
業
用
水
１
８
２
施
設
）
が
完
成
、

運
用
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
国
営
九
頭
竜
川
下
流
農
業

水
利
事
業
（
総
事
業
費
１
１
３
３
億
円
）
へ
の
導
入
も

進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
、『
や
く
も
水
神
』
の

納
入
実
績
は
２
９
０
自
治
体
・
６
０
０
０
施
設
を
超
え

た
。
一
方
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
ク
ラ
ウ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
化
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
び
始

め
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
会
社
、
国
、
世
界
の
形
さ
え

も
が
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
本
紙
で
は
政
治
評
論

家
の
森
田
実
氏
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
の
吉
村
和
就
氏
、
財
団
法
人
人
間
自
然
科
学
研
究

所
理
事
長
（
小
松
電
機
産
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

の
小
松
昭
夫
氏
、
同
社
営
業
企
画
本
部
長
の
河
野
克
明

氏
の
４
氏
に
ご
登
場
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

や
方
向
性
な
ど
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

�

	

西
洋
文
明
が
曲
が
り
角
に
…
森
田

ア
ジ
ア
水
害
対
策
が
重
要
…
吉
村

「
和
の
文
化
圏
」
を
創
造
へ
…
小
松

数
社
が
連
携
し
海
外
展
開
…
河
野

被
災
地
に
権
限
と
財
源
を
…
森
田

事
業
の
主
役
は
Ｉ
Ｔ
技
術
…
吉
村

平
和
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
一
翼
に
…
小
松

要
請
に
応
じ
て
製
品
進
化
…
河
野

出

席

者

政

治

評

論

家

森
田

実
氏

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・

ジ

ャ

パ

ン

代

表

吉
村

和
就
氏

財

団

法

人

人

間

自

然

科

学

研

究

所

理

事

長

小
松

昭
夫
氏

か
わ

小
松
電
機
産
業
株
式
会
社

営

業

企

画

本

部

長

河
野

克
明
氏

水
道
産
業
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

西
原
一
裕

森田氏

吉村氏

水関連施設のエリア管理を『やくも水神ネットワーク』で実現

【
司
会
】

島根県松江市にある小松電機産業株式会社の本社外観

第４回ものづくり日本大賞の優秀賞表彰を受ける小松氏（左）

小松氏

河野氏

計画停電対策用に長時間バ

ッテリーを開発して内蔵
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